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効果的なドイ､ソ語教育法（2）
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身でいいかの問題はあとで述べることとして， ここ

で彼らが英語の発音を身につけるに至る過程を考え

てみたい。

中学3年までは新出の単語を，教師の発脊どおり

に発音し，何となく音韻論的規則性を発見し， また

は類推していった。彼らは英語の一音素対一文字の

連合によらない例で苦労した。例えばf, gh, phに

対する/f/, j, dg, gに対する/j/等がそれである。

これらを習得するためには， 多くの誤りを経験しな

ければならなかった。そうして出来あがった規則性

を判断する各個人の基準を， ドイツ語学習の時にこ

わさなければならない。例えばドイツ語にはない単

語だが, strange, judgeをドイ､ソ風にシュトランケ，

ユトゥケと読めと注文しても無理な話である。ひと

つsに限っても，以下の英語が読めるようになって

いる学習者に対して， 「母音の前のsは濁音」 となる

という定義と，例語数語の提示では, gewesenが出

てきたときに， とっさに「ケヴェッセン」 となるの

は当然なのである。

seven,sence, sentence, sentimental, send,

section, seldom,see, seem, sell, sex, sad,

sack,safety,salad, salt,sample, sand,

むしろ英語にすぐれている学習者ほど，初期の段階

で誤りをおかす例が多い。易しい語だが，英語sarne9

sad, save, scaleの読めるものが初めてsane, sake,

satisfy, sacrificeに出会っても，経験上正しく読め

るはずであるが， よほど注意しないと，次のドイツ

語などは英語流の読み方に流されてしまう。

ichsage,Same, sammeln,Sattel

次の語も同様である。

Titel,kindlich, finden,binden,Biebel,kein,

frei,Rhein,ungern,unter, jung,dumm

しかし逆に英語を学んできたおかげで，簡単なド

イツ文は，僅かな規則を理解させれば，難なく読め

るのである。例えば高専でよく利用されヤキスト

(1）

前巻において，学ぶべき語数・教材論。シ・ンタッ

クスの大胆な導入について述べた。 このたびは，初

期の導入の方法についての考えと方法について述べ

てみたい。

ドイツ語の入門段階で大抵の教室で行われている

授業形態は次のごとくである。

1. Alphabetの発音練習

2． 単語による発音練習

3． 詞論中心の文法による各種変化の記憶

4． 3と並行した読本の読解

従来， 2は問題にされることはほとんどなかった。

ドイツ語の発音は易しいからすぐ覚えられると考え

るのは大きな誤りで，第二次言語（たいていは英語

である）の言語習慣がある程度身についた学習者に

とっては， ドイツ語の発音はやはり難しいのである。

「ドイツ語のfeinはファインとまっすぐ･に発音すれ

ばよいところを米語流にファーインとしやくる。

manもメァンとやる」などは罪の軽いほうで, eiは

絶対にeightのei錐えぬものもいるし，語末のe
は発音上無視するものも多い。 こうして2を完全に

消化しきれぬまま，教える側では解決を先にのばす。

そのうち読めるようになるだろうと楽観してか， あ

るいは半ば諦めて早く文法に入りたがるのが常であ

る。最近の文法教科書のなかには，初めの詞論の数

課に，発音練習を分割して入れこむものが出てきた
● ● ● ●

が，今の学生の多くが読めない事実を証拠だててい

ると思われる。

さて文法に入れば，規則と変化の連続である。発

音練習にたち返る余裕はない。あっても個々に対し

て注意ぐらいしかできない。学習者から見れば， こ

の時期はまったく受身の姿勢をとらされるのが常で

ある。言葉の数と意思伝達の手段は，第一次言語に

おける幼児にも劣るからである。だからといって受
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効果的なドイツ語教育法（2）

（全23課・総ベージ数45）の第5課の全部と14課の

1/3を示してみる。

Lektion5

1chhabeeinenHund. MeinHundistklug. Du

hasteineKatze， LiebstdudeineKatze？

PeterhateinFahrrad. Erputzt immersein

Fahrrad. IngehateinenOnkel. Sieschreibt

ihremOnkelkeinenBrief. DasKindhateine

Puppe. EsliebtseinePuppesehr. Wirlieben

unsereEltern、 Liebt ihraucheureEltern？

PeterundMonika,sieputzenihreSchuhe

selbst， PutzenSieauchlhreSchuheselbst？

･Lektionl4

LetzteWochebinichinParisgewesen. Ich

hattenichtvielZeit. Sobinichmitdem

Flugzeuggeflogen. GewOhnlichreiseichmit

demZug,unddaskostetnichtviel,aber

dieseReiseimFlugzeughatsehrvielgekost-

et・ MeinBruder istauchmirgekommen.

14課のほうは完了文であることを指示し，過去分

詞は文末に位榧することを教えておくだけで，意味

をくみとることができるのである。その結果，読み

に対する姿勢が甘くなり．文法の規則を覚えなけれ

ばないという気持ちに緩みが出てくる。 また読みと

った文章の内容が， だいたい17.8才の学習者の知的

関心をひきつけるものが少ないために，甘い姿勢と

気のゆるみは墹幅されることになる。独作文をさせ

れば再び既習の英語の干渉が働き，語尾変化はもと

より語順はドイ､ｿ文法無視の文を作I)上げる。

以上述べてきた実態を実証するような， 名古屋大

学で行われた統一テストの分析を見てみたい。
③

問題A. 主語をerに書き改めよ。
Ichkannmirdenken.

平均点32点, 100点24%・ 0点62%

問題B. 受動態に書きかえよ。

ErliebtmeinenSohn.

SiemachtedasFensterauf.

DerVaterhatmichgelobt.

DerSturmhatdasHauszerst6rt.

Manschlie6tdieTUr.

平均点20.8点, 100点1.9%・ 0点49.8%

問題C. 現在完了に書き改めよ。
1. IchliebemeinenVater.

2. ErfahrtmitdemBrudernachTokyo.
3. DunimmstdemKindeineBlume.

4. DasFahrradfuhrdiealteFrauum.

5. SieistmitdemKUhIschrankzufrieden.

6. WirstiegenindenZugein.

7. IchsehedenVaterhereinkommen.

8. Ermu6mitihnennachTokyofahren.

9. DieTUrwirdvonihmgeschlossen.

lO. DerVerkehrwurdedurcheinenUnfall

unterbrochen.

AA' BB' AA' BB'

1． 88 74 64 65％ 6． 30 36 10 8％

2． 76 68 50 50 7． 52 38 5 3

3． 74 60 36 47 8． 36 23 17 18

4. 46 47 22 21 9. 56 36 7 35

5． 46 51 36 44 10． 42 36 0 12

オールオアナッシングの厳しい採点ではあるが， そ

れにしても低い正解率である。問題Sの表は､AB
は前期,A'B'は後期。Aは一年, Bは二年である。

Bの一年のときのデータは示されていない。すべて

が平易な文であるか･ら理解はできても，書き替えと

か作文の能力はついていない。それどころか時間と

ともに軒なみに低下していく傾向が見られる。

単語が正確に読めない，作文力は低下していく，

辛うじて読解力はついている。 このアンバランスを

何とか解決しなければならない。バランスを欠いて

進めば，早晩読解能力もストップしてしまうであろ

う。 「学部段階（初級文法）における書く訓練は，書

くこと自体のためよりも，むしろ読む能力を養うた

めに必要だと思われる」からである。
⑤

（2）

ラドーが述べる外国語の困難度の認識として挙げ

るのは次のも点である｡ (')母国語と形も意味も分布
も似た容易な語。 (2)母国語と語形の似ていない平均

的に困難な語。 (3)習得が特にむつかしい問題のある

語。そして英語を母国語とする国民に対するドイツ

語の例として整理したものが以下である。

(1) dieHand,dieLampe,dieDemokratie,
sehen,hart

(2) derRegenschirm,dieKraft,bCWachen,！ ､

pl6tzlich

(3) derBetrag,derBeitrag,derVertrag,der

vortrag,verhaltnissma6ig,an,auf,bis,zu,

nach等の前置詞

英語既習の学習者には上の(1)を順序としてまず与え
るべきであろう。 しかし英語のcontributionを知

らない者にはderBeitrgも難しい単語では1巻いかも

「

グ

’

I 昭和56年2月
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松尾 寿

三ヵ月後にようやく正杏法にのっとった完全な文が

醤けるようになる。

DA+DIE+KETTEN+SINKEN+NIEDER+

FREI+IST+DAS+PRINZESSCHEN+

WIEDER+ DadieKettensinkennieder, frei

istdasPrinzesschenwieder.

約16000語の単語が混沌とした形で統一なく頭の

なかに入りこんでいるため，音と綴りの一致のさせ

方， 名詞の大文字番き， コンマ． ピリオド，措と語

の分かち番きをひっくるめた正番法はドイ・ソの子供

たちには非常に困難な仕事であるし，教える側も文

法用語を使わず，規則を暗記きせたりする方法をと

らずに教えこむには並大抵の苦労では済まない。 シ

ュタイナー校と異なる公立校では，進度ははるかに

速いが， ノl､学校二年生でも次のような誤り将きをし

ているのが実状である。 （正→誤の順）

lied→lib, sehr→ser, viel→vil

wieder→wider, gehst→gest,

Bild→Bield,Bilt, hoffe→hofe,

Heimat→heimad, gemalt→gemald

dalj→das, traulig→trulich

日本の学生ならまちがうはずのない誤りや，一挙に

四，五百年前の古いドイツ語が記されていも。
公立校の二年次の国語の教科書派DとTを扱うと
き次の順で確認学習を進めている。

1． 母音の前のD,Tを使って語を組み立てる。

ヒントとして絵が示きれる。

2． 同韻の語を探す。

3． 名詞の語頭の文字に下線を引く。

4． 3の語群のdとtの発音に注意する。

5． 語末にdとtを持つ語に幾つかの母音を入れ

同韻の語を作I)dとtの発音に注意する。

6． 複数形から単数形を見つけ出し，単数になれ

ばdが(t)と発音することに気づく。

7． 名詞に形容詞を冠して書き，読む。その形容

詞に下線を引く。 （その際，形容詞はdかtが

語末になるものが選ばれている）

8． 7の形容詞の語尾を除いた形を書き発音する。

9． 物語を読み，犬， テント，友人，森を空所に

入れて（ともにd, tで終る語）物語を完成す

る。

10． 語末にd, tを持つ名詞で語頭の一宇が欠けた

ものを見て，幾つかの語を作る。

生徒たちは以上のようなゆるやかな歩みで，言語と

書記素を連合させる訓練を受ける。 このような方式

で量は減るものの第八学年まで， いわゆるドイ､ｿ的

知れず，早い時期でなければverhaltnissmagigも造

語の面白味から案外素直に頭に入るかも知れない。

同韻の語を並べても物理的刺激以外のいくつかのプ

ロセスが働くのが常であるから一概に結論を出せな

い面もあるであろう。 （刺激一媒介反応一媒介刺激

一反応のプロセスも軽視できなしあ） したがって導入
の段階でどのような語から提示し，発音の練習をさ

せるかは難しい問題である。

初級の文法の教科書の発音の部分は，母音・複母

音・子音の順から成り，発音記号が付され，語義を

併記し，平均各三語が例示されているのが普通であ

る。発音記号は初めての語に出会ったとき， しかも

どのように発音すればよいのか迷うときに，学習者

にプラスになるかどうか。ある程度までの英語の力

を持っている学習者に，単語の意味を同時に与える

ことは，推理した')類推した!)する積極的態度を最

初から奪ってはいないか。各三語ほどの例示で発音

練習が十分にできるか。数が多ければすむのか。発

音練習のなかで語いを増やすことも意図すべきなの

か。入門の初期のこの発音練習のなかで何かもっと

有効性のあるものを自然に伝達する方法はないのか。

母音・子音・複母音の順でもよくはないか。少なく

て二頁， 多くて八頁ほどの「発音」教材にも，以上

のような問題点が潜んでいるのである。

この問題のいくつかを解明する手がかりとなるも

のが，学習形態の筋道の全く異なるドイツの国語の教

科書のなかに探れないものであろうか。小学一年次の

子供は約'6000語を知っておIお自由に話しているが，
読む力，特に書く力はゼロ状態から始めている。特異

な教育方針で知られる毒ユタイナー学校では,K6nig
をKbnigという文字を与えることをしないで,Kを大

きく書いて（ページいつぱいに)頭と手足をつけた王様

を描いてKを強く印象づける方法をとる。建物の二階

部分にHの字がかくされ，屋根は丸屋根でDが寝かさ

れた画を描いて,HausとDachのHとDを印象づける。

大文字ひとつを覚えさせるだけで， これだけの手間を

かけている。単語，句，文となると，一日目がICH,

翌日が二行にわけてICHUNDDU,次の日がSIND

WIRo入学後一ヵ月後に初めて下のような文を書く。
+ICH+UND+DU+SIND+WIR+

+WIR+SIND+DU｡+UND+ICH+

＋の印で説明抜きで分かち書きを指導訓練している。

またクレヨンを使って指示どおりの色分けで書いて

自然に文中の語の働きをわからせる。たとえば，

KOMM+HER+LIEBES+HASCHEN
オレンジ むらさき みどり 赤 青

’
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効果的なドイ、ソ語教育法（2）

不定詞はすべてカッコ内に入れておけば， いわゆる

Rootに当たるドイツ語は一en, -m, -rnで終わるこ

とも説明抜きで分からせることができる。 ときに動詞

の活用した形も形容詞を名詞に付した形も出してお

けば、発音のよい練習材料にもなり，名詞につく形

容詞まで変化するのかという鷲きが生まれてくる。

初期から鮮明な印象を受けるよう提示する語を選ぶ

必要がある。変化するとすれば， どのようなルール

があるのだろうかという疑問を抱かせることが大切

である。長・短音も考えさせる配列をとる。

さらに従来のように発音記号や意味を添えること

は一切しない。ここでは語いを増やすことが目的で

はないので， まずは読むことに専念させる方法をと

る。意味は口頭で述べるだけで済ませ，英語から類

推できそうな語の意味は伝えることをしない。複数

形は単数形を教えない。学習者は自然に辞書を引く

ようになる。発音練習の段階から辞書を使わせるの

である。

以上はかなり欲張りな要求であるが、発音は発音

だけの教材としないことを前提に， また英語の既習

者であるという条件をプラスの方向にもっていく一

手段である。次に発音練習教材を並べる。

無冠詞の語は固有名詞・下線語は複数形である。
a・

derBall,dasTal,dasBlatt,derName,

derMann,dieLampe,Rabe,dieKarte,

Kant,alt,glatt, (halten)

e・

dasEnde,dieFeder,dieTreppe,dasLeben"

Hegel,Berge, (enden), (leben), (essen),edel
eden, (geben), (retten) :

1．

ich,wir,dieBibel,dieLippe,derTiger,

Berlin,Grimm, (erinnern), (hindern)
O・

Bonn,derMorgen,dasBrot,derSommer,

tot,oben,dort,gro6, (kommen), (loben)
u、

dieLuft,derHut,derHunger,dieBlume

dieMutter,unter,gut;dunkel, (rufen),dumm,

aa,ee,oo, le. 9 卜

dasHaar,derSaal,RaabelderTee,dasMeer,
1

dieSeele,Klee, (leeren), leer,dasBoot,

dasMoos,Buddenbrooke}dieLiebe, (lieben)

(liegen),hier,旦型§.工唾,I(tegieren)
(spiegeln) ､ 1 1

徹底性で鍛えられる。dとtだけでこの域なのだから．

b-p,g-k, f-ff-v-ph、 Z-tZ、 s－6、 au-au-eu、 ei-ai

等に及べばその学習蹴は膨大な最にのぼる。油鐸す

る力をまだ持たない児菰には，実にこの方法しかな

いのである。 これに比較すれば、 日本の低学年次の

国語教育はまことに楽なものである。ひらがな文字

を覚えれば， それ以外の読みがあるはずはなく，勧

音・促脊・ 「は・わ」 「お・を」 「え．へ」の使い分け

ができれば， ひらがなだけの正ilF法の指導には特別

の指導はいらないのであるから。 （送!）がなの指導の

厄介ざはあるものの）

日本のドイ・ソ語を始める学生が聞いたことのある

語は登山やスキー関係の用語くらいで，文字を読む

ことから始めるので，つづり字のための訓練を上の

ようにやる必要はないが，刑に楽に読める単語が多い

ので，読むことに力を傾けようと努力する学生は少

ない。 どうしても文法規則の記憶に覗点を髄きがち

である。教える側もその傾li'jが強い。減繰力のある

学生だからそのうち読めるようになると思っている

うちに， ある時期に来てほとんど読めない学生がい

ることを発見することがある。

ドイツの児童のための国語の教科番に見られる特

徴は，被極的に書かせること，徴密な段階を踏んで

系統的に進めていくこと，興味を持たせることに工

夫をこらしていることの三点であろう。 ドイ、ソ語入

門の教室の中の学生はまったく受身の姿勢を強いら

れている。書く時間もいたって少ない。興味のない

(1)に掲げたような文が多く知的関心を呼ぶ魅力に乏

しい。導入のこの時期に発音の習得段階から，穂極

的に取り組み，何かを発見し想像し類推しつつ， さ

らに刺激を受けながら書く作業をするようにできな

いか。発音の索引的な表以外に発音教材に工夫をこ

らしてみてはどうであろうか。 その際，発音は発音，

文法は文法という姿勢を取らず， その中に文法のル

ールもある程度入れこんで， 自然にドイ、ソ語の構造

が見えてくるような構成をとってみる。発音のため

の索引表ではないのだから、従来のような母音（長・

短・複） と子音（有声・無声）の順でなくともかま

わない。母音一子音一一複母音一子音の順にし

た方が読む語材料の数が増加するのである。名詞に

は最初から定冠詞をつけておく。複数形も系統的に

提示しておけば，後で複数形を学ぶ必要はほとんど

なくなる。複数形を見れば，単数は何だろうと考え

るのは当然だし，複数形を見てその種類によって整

理することも可能になってくる。清・濁音の区別も，

ここで十分にできるのである。 (-d, -der等） またI 昭和56年2月
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(kaufen), (hauchen),auf

au・

dasFraulein,dieBauerin,

(traumen), (lauten)

eu．

h.

dieBahn,dieRuhe,Brahms,Uhren(ruhen),

(wohnen), (gehen), (fahren),mehr

S・

derSeptember,NaSen,Rosen,dieSitte,sehr,

Hauser・Baume,
－－一一

sieben, (lesen), (sehen), (sein), (reisen),

Erist...,Erreist...

b・

derHerbst,derDieb,halb, lieb,grob,gelb,

derliebeGott,eingrobesBenehrnen, (haben)

dasGelbeMeer,DieBlatteIsindgelb.

d・

Doktoren,Kinder,dasGeld, rund,mild,wild,

derTeufel,dasFeuer,Freunde,Leute,neu,

neun, (freuen), (deuten),deutlich

ss,6

Hesse,dasWasser,Geheimnisse, (hassen),

(lassen), (kUssen),besser

dieStra6e, (grU6en), (hei6en), sU6,grolj,

Erha6t. ． ．

Sp.

dasSpiel,derSport,dieSprache, (sprechen),

(springen),sparsam,spat,Spengler, (spielen)

St.

Einstein,derStern,derStaat,dieStation,

Stimmen,dicStraljenbahn, (stehen), (starken),

’
endlich,fremd,gesund, (finden), (baden),

einfremderMann.

g・

derTag,derFlug,derKrieg,Hamburg,

(fragen),gefragt, (weggehen), (legen)

ch.

ach,acht,dieNacht,Bach,dachte,machte,

derKoch,dasLoch,dasBuch,dasTuch,

KUChen,auch, (rauchen)/mich,dieMilch,

derStudent,stand,stark,still, (verstehen)

V・

derVater,dasVolk,dieVernunft,brav,

(verlieren), (verkaufen), (vergessen)

W・

derWagen,Winter,dieSchwester,wieder,

was,wer,wo,wann, (werden),wird

j.

Japan,derJanuar,derJacke,dieJugend,

Jahre, ja

wichtig,China,Mijlnchen, (brechen),durch

sch.

dieSchatten,derMensch,dasGeschenk,

dieSchule,derSchnee, (forschen), (waschen)

tsch.

Deutsch,Deutschland,derDeutsche,

einDeutscher

a・

Manner,Wande,Hande,Bander,Lander,

｜

’
1
4

1

Z・

DasZimmer,Mozart,dasHerz,Zahne,

kurz, (tanzen),ganz,zehn,derDezember,

lg.

machtig,feurig, n6tig,wichtig,

dieEwigkeit,Konigsberg

ng.

derFinger,dieWohnung,Ringg,England,

(singen),ging, lang

chs.

derOchs,derFuchs,Sachsen, (wachsen),

sechs,Dumachst...

X・

dieText,dasExamen,dasTaxi,Xanthippe

dt.

dieStadt,derGesandter,beredt,

Erladt. . .

ds, ts, tz.

Nagel,Graser,Rader,Handel,21ter,
●●

O・

derK6nig,derL6we,dieKbnigin,W6rter,

S6hne, (6ffnen), (hbren)

u

derFrtlhling, (fijlllen), (lljlgen), (zurUckkommen),

dunn, ijlber,mijlde

al・

derMai,derKaiser,derHain

el・

zwei,drei, frei,klein,einig,nein, seit,

breiter,dieArbeit,Kleider,Feinde,

Q●

dieHeimat,dieFreiheit,dasSeil
au・

dasAuge,dieFrau,derTraum,derLaut,

秋田高専研究紀要第16号
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効果的なドイ･ｿ語教育法（2）

C: Ich()()()Kran()en()()()wester.Dort

( )()() das()ran()enhaus.

B：Wie（）（）（） die（）rbeitdenn？

C:Hm,anstrengend()()()()ieschon,aber

au()() inte()essant.

B：Wer（）（）（）das？

C：Wer？Der（)errdortdrUben？Das（）（）（）

()okt()rKreuzer.Er()()() ()rztund

()ehrnet().

Tarokornrn(lausJapanund()1)udierUin
MUnchen.Erha()ein()immer()()denten-

heim.Das()immerdort()()()nichtbe-

sonder()gro(),aberes()()()()ehrmodern

undvorallempreiswert､Das()ebenin

Deu()()()()land()()()ziemlichteuer,

aberTaroha()ein()tipendium.Das()tu-

diumfind()()ernatUrli()()no()()etwas

abends,nachts,nichts. jetzt, rechts, (sitzen)

pf.

diePnanze,dieP価cht,derKampf,

(pfeifen), (pflegen). (kampfen), (klopfen)

qu･

derQuelle,quer,bequem

次は銃み上げて一宇を入れさせる6諾末のeに特

に注意させる。英総流に－te, -deを(t)、 (d)と読

みがちだからである。

derMan( ),dasEnd( ), (f( )nden), (k( )mmen),

d( )nkel,dieKalt( ), (kOn( )en),dieHUtt(),

dun( ),derLOf()el,dieTran( ),derH()t,g( )t,

dasBr()t,dieB()ebel,derTe( ),dasHa()r，

m()n,dasMe( )r,del･BI･i( )f,dasBo( )t,

dieFlOt( ), (I( )gen), imMa( )

次は読みtげて一宇か三字を入れさせる。 〔J〕を

定篭させる問題の一部である。

der()piegel, ( )till,derTi( )()( ), (( )tehen),

(()pielen), (ver( )tehen), (( )prechen),der

()()()uler,der( )tern,die( )tralie

詞諭II!心の文法ilドを使うとしたら、動詞の人称変

化・定冠詞・不定冠詞の学習を終えた時期に下の教

材を用いて文の部分11ドきをさせる。文の意味を考え

ながら，発汗を聞き分け文'了:にするのである。

PeterKUhn()()() ( )tudent.

()()()wer,dennerspr()ch()no()()nicht

sogu()Deu()()()().

K:Wielang()()()()()dudenn()()()onin
D（）（）（）（）（）land？

()ngefahreinen()onat.

undwiefind(）（）（）dudasLebenhier？

●
●
◆
ｅ
●
●

Ｔ
Ｋ
Ｔ ()etzt()()()esnochetwa() ()()()wer.

Dus()()()st,ich()prech()no()()nicht

sog()tD()()()()()().

K：Was？Duspr(）（）（）stdoch（）（）（)ongan(）
Er()tudier() inKbln()o()iologieund

Politolog()().

Die()niversitatKbln()( )() ()ehrbekannt prima.Du, ichha()()eseili().Aber

heut()aben()ha()() ichviel()eit.

Ge（)enwirzu()ammenein（)iertrinken？
()a,prima!Heut()aben()llaQ_l_lich
auch()eit.

Al()oTschU6,bisheut()aben()!

Tschijl6,Kurt!

MichaelNeuman() ( )()()noch()()()Uler

Erbesuch( )dasGymna()iuminK61nund
卜
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｉ
Ｄ
ｌ
■
■
し
■
■
■
■
■
■
■
Ｌ
■
■
Ｒ
Ｅ
■
■
便
■
■
■
Ｋ
■
１
Ａ
ｆ
１
，
ト
ー
Ｉ
■
■
■
正
■
■
Ｆ
旧
旧
旧
１
１
肥
画
Ⅲ
咽
頤
１
Ⅲ
Ⅲ
‐
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ

mach()gerad()dasAbitur T

()pater()tudier( )ervielleicht inMUnchen

oderBerlin.

IngeBerger()()()jetztKranken( )()()･

Ｋ
Ｔ

wester.()ie()()()immerse()rbeschaftigt Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

（3）

英語とドイツ語の構文の類似するところと，相違
するところを，初期の段階で,学習者に強く印象に
残る形で認識させておく必要がある。受け入れる能
力があり，学ぶ意欲の充ちているときに， これを与
えない法はない。 自力で未知の外国語が， ある導入
の仕方で，相当程度の文が理解できるということが
分かれば， その後の文法を学ぶ姿勢が根本から違っ
てくる。

その方法として，文法用語は宇切用いず，単純な

記号表記により， しかも例示は英幸を用い，使用す

DasKrankenhaus()()()neuundziemlich

gro().

A： （）in（）S（）（） （）tuden（）？

B: Ja, ich()tudier() ()o()iologieund

Politolo()()().

Wo（）tudier（）（） （）iedenn？inFrankfurt？

Nein,die()ni ()()() inKbil. ()ndwas

●
●
●
●

Ａ
Ｂ

(）（）（）（）Sie？Au（）（） （）（）dent？

A:Nein, leiderno( )() nicht. Ichbesuch()

no()() dasGymnas()um.

B：Was（）（ ）（）（）Sievon（）eruf,Fr加leiC？

｛

昭和56年2月

、
一再一”凸



－106－

寿松尾

篭
処
管
墨

14. IchbillgesterninsKinogegangen
- …～へ

る語は，動詞10語程度， 名詞20語程度，催かな接続

詞壷形容詞・前置詞で，項目は20とする。定形の正
置・倒置・後置を集中的に把握させる法である。提

示する時期は，極端に言って発音練習直後でもかま

わない。刺激のある興味につながる発見学習たりう

るからである。易から難への過程を丹念に洩れなく

教えようとするのは，語学の場合に限って言えば，

決してすぐ･れた方法とは言えない。

英文による記号の例示

Ibelieve/that/heisarnanofcharacter.

undhabeeineninteressantenFilmgesehen.
､一一

(gegangen=gone,gesehen=seen)

IchmuljheuteabenddenOnkelbesuch(en)

IchWerd(e)heutemeinenOnkelbeSUCM.
DerFilm, ist interessant.

芦

15

16

17

狐
一

９
４
■
し

一
》

伽
一
印

ｎｅ

Ｏ

。
ｎ

一
職

ｅＳｅ声
呂、
一

》

眺
一
ｇ
一
汕
一
耐

ｍ
Ｗ

ｅ
Ｌ
１
．
ｍ

ノ
ー８１

１
１

geh(D frUhunter
一一一一一

und

塑型vondemVatergeschrieben.19． DasBuch

(geschrieben=written;von=by)

HastdukeineLust,
一－

/Withinacenturyofherdeath/herletters

hadbecome/oneofthemonumentofSpanish
－－

literature/andherlifeandtimeshave

20
《
Ｄ
｜
夕
▽
●

一

ｎｅｔ
●
●
■
■
●ｅ

－

ｂｒａｕ
－
Ｚ
－
胎
一
ｅ
一

１
Ｋ
一

，
一

○
一
．
》
一
吋

睡
一
娼
一
●
●
■
■
Ｃ

ａ
晩

１
ｑ
一
釘

・
ｍ
－
ｕ
－
Ｚ

Ｌ
〃
１
Ｋeversincebeen/theobjectoflongstudies.

グーグチン

/When/theswallow亜旦且lowwemayexpect
一－－

rain,for/if/theairistmoistorthereis

raininit, theinsects/onwhich/hefeeds/
＝＝＝＝＝＝＝＝＝=

flylow.

1. HansistStudent.EriStflei6ig.

2. IChbinauchStudent,aberichbin

nichtsoflei6ig・EriaLflei6igeralsich.

(bin=am,als=than)

3.Dwohn(t) inHamburg・ lChwohn(e)
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脇坂豊： ドイツ語教授法の問題点上の(3)

掲載の論文で「接続詞などはかなり

大胆に始めの段階で示してもよく」

正確にはwohnen=toliveであるが, 20との関

連で敢えてliveとした。

(1)

(2)

(3)

jetztinMUnchen. (wohnen=live)
⑬

DieMutterschenk(t)4 (4)

demfleiBigenSohn/einW6rterbuch

(schenken=give)

Ichhab(e)zweiS6hne

(5)

5

undeineTochter.

6. HerrSchmiqLgeh(t)/mitdemFreund/in

dieStadt/. (Herr=Mr.mit=with)

7． Wogeh(st）du／nachderSchule/？

(6)

(7)

(nach=after)

8. WaSlern(st)dUZ (8)

Jetztlern(e) ichDeutsch.

9. Siekomm(t)heutenicht, (9)

(10)

(11）

ｅｔｎａ

眺
一
Ⅶ

１
Ｋ
’
、
１

，
－

‐
ｑ

ａ
ｌ
ｒ
ｌ
・
韮
一

ｋ
ｌ

ｒ
－
ｅ
－

ｊ

ｗ
－
匂
仕

山
一
鮨
ｈ

・
卿
一
脚
》

〃
一
に
佗

伽
Ｌ
伽
珈10

11 (12）ｊ
－

ｅく１，ａ、ｎ銅
一
恥

ｇ
ｌ
ｅ

ｒ
一
・
１

Ｏ
ｌ
１
ｑ

血
一
肋
一部

ノ
ー
、
一

州
Ｌ
ｊ

一

ｊ
－

ｔＳくｎｒｅｌ帥
一
印
一
Ｄ
－
ｇ
－

・
’
一

６
－

●
利
日
△
一

ｅ
－

Ｈ
－

ｔ
－
Ｚ
一

十
』
一

ｎ
Ｕ
＋
吟
・
に
一

・
コ
即
伽
一

麺
・
賦
一
抑
」

伽
匪
一
他

(13）12

ｊｄｅ
，
ｎ
●
勺
Ⅱ
▲ａｒ－－ｅｔｅｎ《

ど

ｎ
碇

ｈ
一
画
一
水

Ｂ
ｌ
ａ
－
ｔ

ｎ
ｌ
Ｓ

●
毎
■
Ｕ
△
一

・
祁
一
壼
一
坐
一

ノ
Ｊ
－

Ｓ
－

ｌ
Ｌ
Ａ／３１
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効果的なドイ、ソ語教育法（2）
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